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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

利用者総数の減少は、浴場利用者の減少によるもの。浴場設備の故障による修繕、桐林クリーンセンターの点検によるお湯の供

給停止などのための休業により利用者が減少。

改革改善

の考え方

①問題

点

利用する勤労者の増加の推進。

修繕箇所の増加と修繕費用の増加。

②改革

提案

勤労者の希望に沿った講座の見直し。

桐林クリーンセンターの移転に伴うサンヒルズいいだの今後の検討。

総事業費①+② 21,808 23,902 23,811

人件費計（千円）② 286 286

33,159

正規職員所要時間 80 80

臨時職員所要時間

一般財源 21,522 23,902 23,525

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 21,522 23,902 23,525 33,159

25年度予算額 特定財源内訳、補足

33,159

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　財団法人飯田勤労者共済会が指定管理者の指定を受け管理

　　指定　平成26年3月31日まで

２　各種講座の開催

　 （１）　健康の維持増進に係る事業

　 　 　 水泳、アクアシェイブ、エアロビダンス、ヨガ、フラダンス、腰痛・肩こ

り改善ほか

 　（２）　自己啓発、余暇活動に係る事業

　　　 　パソコン、英会話、茶道、華道、書道、着付、水墨画、中国語等の

教室

３　施設の維持管理

　　管理責任者１名、営繕担当１名、受付管理業務担当１名

４　変圧器２基等の電気設備機器取替工事の実施

５　10万円以上の修繕は市で実施

１　開館日数

２　開設講座数

　　講座利用者

１　348日

２　29講座

　　2,686人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

飯田市から、（財）飯田勤労者共済会が指定管理者の指定を受けて管理（指定：平成26年３月31日まで）

桐林勤労者福祉センターの会議室、温水プール等を利用した各種講座や教室の開催により、勤労者の健康維持増進、自己啓発、余暇活

動の充実を図る。

(財)飯田勤労者共済会に、講座運営、施設管理業務を委託。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

講座・プール利用者数：人 20000 20899 20000 20000

40330 52500 53000

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

利用者総数：人 53000

28年度見込み

飯田下伊那の勤労者総数：人（Ｈ

21経済センサス・基礎調査）

82196

意図（どういう状態

にするか）

支障なく利用できる

福利厚生が図られる

飯田下伊那の人口：人 166860向上させたい上位施

策の成果指標

①新規就業者数（新卒のみ）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

飯田下伊那の勤労者

飯田下伊那の住民

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 11 支え、育む産業基盤づくり

基本計画上

の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

課等名 産業振興支援課 係等名 労政係

事業種別 経常 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

桐林勤労者福祉センター運営支援事業

11 事業№ 22 13平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 1 施策№


